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総務経済建設常任委員会活動報告

総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会
報
告

平
成
24
年
度
活
動
方
針
及
び
計
画

　

平
成
24
年
５
月
10
日
総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、

平
成
24
年
度
の
活
動
方
針
及
び
計
画
を
立
案
し
ま
し
た
。

１　
活
動
方
針

　

①�

調
査
、
点
検
、
評
価
を
行
い
、

実
態
把
握
し
分
析
検
討
し
て

問
題
点
を
と
ら
え
る
。

　

②�

そ
れ
ら
の
問
題
点
を
改
善
し

改
革
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う

な
措
置
を
講
ず
れ
ば
よ
い

か
、
採
る
べ
き
対
策
な
り
政

策
を
究
明
し
て
結
論
を
出
し

て
い
く
。

　

③�

所
管
す
る
事
務
に
つ
い
て

は
、
担
当
課
と
の
連
携
を
深

め
て
、
な
お
一
層
の
行
財
政

の
健
全
化
を
目
指
す
。

　

④�

滑
川
町
民
の
安
全
・
安
心
と

福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し

て
、
委
員
全
員
が
一
丸
と
な

り
調
査
・
研
究
に
努
め
る
。

２　
計　
画

　

議
会
開
催
月
以
外
の
月
に
協
議

会
を
開
催
。

　

当
常
任
委
員
会
の
所
管
に
問
題

点
が
発
生
し
た
と
き
は
、
臨
時
に

協
議
会
を
開
催
す
る
。

　

な
お
、
請
願
に
よ
り
議
長
か
ら

付
託
を
受
け
た
と
き
は
、
審
査
し

答
申
す
る
。

所
管
事
務
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

①
産
業
振
興
課

�

（
６
月
29
日
）

�　

森
林
公
園
内
に
あ
る
情
報
発
信

館
を
含
め
、
国
営
武
蔵
丘
陵
森
林

公
園
と
の
情
報
交
換
会
を
開
催

し
、
事
業
の
推
進
を
図
る
。

②
総
務
政
策
課

�

（
7
月
開
催
予
定
）

　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま

え
て
、
全
国
で
地
域
防
災
計
画
が

見
直
し
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
の
地

域
防
災
計
画
策
定
委
託
の
内
容
に

つ
い
て
、
精
査
協
議
を
し
ま
す
。

　

10
月
に
は
、
地
域
防
災
計
画
に

関
す
る
先
進
地
で
あ
る
山
梨
県

「
南
ア
ル
プ
ス
市
」
と
「
静
岡
県

地
震
防
災
セ
ン
タ
ー
」
の
視
察
研

修
を
実
施
し
ま
す
。

③�

環
境
課

�

（
９
月
後
半
開
催
予
定
）

�　

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
等
に

つ
い
て
は
、
市
町
村
設
置
型
へ
の

転
換
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
（
平

成
24
年
10
月
１
日
よ
り
事
業
開

始
）

�　

所
管
課
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

す
る
。

④�
建
設
課

　
（
平
成
25
年
１
月
か
ら
２
月
に

開
催
予
定
）

�　

事
務
事
業
の
内
容
が
多
岐
に
亘

る
た
め
、
所
管
課
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
実
施
す
る
。

⑤
会
計
課
・
税
務
課
・
水
道
課

�　

必
要
に
応
じ
て
、
所
管
課
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
。

　

産
業
振
興
課
の
所
管
で
あ
る
森

林
公
園
南
口
に
あ
る
「
滑
川
町
情

報
発
信
館
」
の
業
務
委
託
先
で
あ

る
滑
川
町
商
工
会
、
国
営
武
蔵
丘

陵
森
林
公
園
の
管
理
運
営
受
託
業

社
で
あ
る
西
武
造
園
株
式
会
社
に

出
席
を
い
た
だ
き
、
森
林
公
園
の

現
況
と
、
情
報
発
信
館
の
利
用
状

況
な
ど
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

年
間
来
園
者
数
84
万
人
余
り
の

森
林
公
園
と
、
今
ま
で
以
上
の
地

域
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、
森
林

公
園
と
地
域
と
の
連
絡
協
議
会
を

設
置
し
、
地
域
特
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
図
る
な
ど
し
て
、
森
林
公

園
と
の
連
携
事
業
を
深
め
て
い
く

こ
と
を
協
議
し
ま
し
た
。

森
林
公
園
滑
川
町
情
報
発
信
館
視
察
と
、

国
営
武
蔵
丘
陵
森
林
公
園
と
の
情
報
交
換
会
を
開
催滑川町情報発信館
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文教厚生常任委員会活動報告

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
報
告

元
気
な
高
齢
者
の
多
い
ま
ち

�
秩
父
郡
小
鹿
野
町
を
訪
問
、
視
察
研
修
を
実
施

一
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

二
、
老
人
医
療
費
の
抑
制
施
策
に
つ
い
て

三
、
高
齢
者
の
健
康
維
持
に
関
わ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

小鹿野町地域包括ケアシステム小鹿野町地域包括ケアシステム小鹿野町地域包括ケアシステム

地　域　住　民

国保町立小鹿野中央病院
（S28年～）

・外来診療
・救急医療
・一般病棟（45）
・療養病棟（50：医療20・介護30）
・総合健診
・通所、訪問リハビリ

保健福祉センター
（H14～）
保健福祉課

・保険担当（国保・介護・後期高齢）
・社会・高齢者・障害福祉担当
・健康増進担当
　　地域包括支援センター（直営）
・在宅介護担当
　　在宅看護支援センター
　　訪問看護ステーション
・ヘルパーステーション

いきいき館
（H13～）

・介護予防拠点
・中高年者の健康づくり

長寿ハウス
・高齢者サロン
・街角で健康づくり

ふれあい作業所
精神障害者作業所

町営デイサービスセンター
小鹿野、三田川、倉尾

〈内科系５医院〉
外来診療及び当直
業務について町立
病院との協力体制

小鹿野苑（85床）、
花菖蒲・両神（70床）

生活支援ハウス
倉尾、両神

養護老人ホーム
秩父荘（S34～）

民生委員・
児童委員

児童福祉・子育支援センター、
その他町の関係各課所保健補導員

社会福祉協議会

ボランティア団体 商工会・協力店舗 シルバー人材
センター

特別養護老人ホーム
（2法人2施設） 介護保険事業者 知的障害者入所

更生施設

心身障害者地域
デイケア施設

〈保健・福祉・医療のハード・ソフト一体化〉
健康づくり、疾病、介護予防、医療・福祉・介護サービスの一元的・継続的提供（H14年度から本格化）

開
業
医
療
機
関

町から　2億円位　先生5人

45名

ケアマネージャー　７人 給食センター　4人
保健師　3人

先生　町立病院　5人
開業医

230名

先
生
5
人

　

５
月
９
日
、協
議
会
を
開
催
し
、

重
要
課
題
で
あ
る
、
高
齢
化
に
伴

う
医
療
費
の
増
加
や
そ
れ
ら
に
対

応
し
た
抑
制
策
・
健
康
維
持
施
策

を
展
開
し
、
全
国
的
に
も
「
元
気

な
高
齢
者
の
多
い
ま
ち
」
の
先
進

地
と
さ
れ
て
い
る
県
内
小
鹿
野
町

を
視
察
・
研
修
し
ま
し
た
。

　

福
島
町
長
、
健
康
福
祉
課
長
よ

り
説
明
を
受
け
ま
し
た
が
、
先
進

地
と
言
わ
れ
る
と
お
り
、
そ
の
施

策
の
説
明
に
は
、
自
信
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
の
活
発
な
活
動
。
町

立
病
院
の
充
実
。
地
域
ぐ
る
み
の

取
り
組
み
が
顕
著
に
う
か
が
え
ま

し
た
。

　

小
鹿
野
町
の
保
健
福
祉
事
業
の

主
な
沿
革
を
紹
介
し
ま
す
。

小鹿野町の保健福祉事業等の沿革
昭和28年　国保町立小鹿野中央病院開設
昭和34年　町立養護老人ホーム開設
昭和53年　保健補助員育成事業開始
昭和58年　ヘルスパイオニアタウン事業
昭和59年　�健康つくり座談会を行政区ご

とに実施 ( 以後毎年開催 )
昭和61年　�保健環境課だより「ふれあい」

創刊
平成元年　�70歳以上の健康調査実施
平成₄年　�保健・医療・福祉サービスの

調整会議開始
平成₅年　各地域デイサービス事業開始
平成10年　総合福祉センター開設
平成12年　�小鹿野町が介護保険事業者と

なり、在宅介護支援センター、
訪問介護ステーション、ヘル
パーステーションの直営実施

平成13年　�介護予防拠点「般若の丘・い
きいき館」開設

平成14年　�筑波大学との研究事業「介護
予防システム」開発

　　　　　町立病院介護療養型50床開設
平成16年　�包括ケアシステム確立と精神

保健活動により「保健文化賞」
受賞

平成23年　�ふるさと雇用再生基金事業「ふ
れあい・いきいきサロン」

　　　　　各地域で実施

小
川
地
区
衛
生
組
合

池
ノ
入
環
境
セ
ン
タ
ー

�（
し
尿
処
理
施
設
）を
視
察

　

５
月
９
日
、
小
川
地
区
衛
生
組

合
の
ゴ
ミ
処
理
施
設
、
し
尿
処
理

施
設
の
現
況
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

し
尿
処
理
施
設
で
あ
る
「
池
ノ

入
環
境
セ
ン
タ
ー
」
の
現
状
に
つ

い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

（
現
況
）

　

生
活
様
式
の
向
上
と
下
水
道
の

普
及
に
伴
い
、
搬
入
さ
れ
る
し
尿

が
減
少
傾
向
を
示
し
、
ま
た
農
業

集
落
排
水
汚
泥
の
受
け
入
れ
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

（
対
応
策
）

①
間
欠
運
転
の
実
施

　

３
６
５
日
24
時
間
処
理
を
週
２

日
間
停
止
す
る
処
理
方
法
を
実
施

し
て
い
る
。

②
バ
チ
ル
ス
菌
処
理

　

し
尿
を
浄
化
す
る
微
生
物
は
多

種
・
多
様
に
存
在
し
ま
す
が
、
ミ

ネ
ラ
ル
成
分
と
同
時
に
枯
草
菌
を

投
入
す
る
こ
と
に
よ
り
処
理
能
力

の
向
上
、
発
生
臭
気
の
抑
制
、
汚

泥
発
生
量
の
減
少
等
の
処
理
効
果

が
認
め
ら
れ
る
。

　

私
た
ち
の
大
切
な
施
設
で
す
。

一
度
見
学
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

小鹿野町議会と


